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Abstract

The　 purpose　 of　this　 research　 was　 to　 investigate　 the　 best　 format　 for　the　 future　 train-

ing　 and　 education　 of　yogo　 teachers　 by　 bringing　 clarification　 to　the　 influence　 brought　 about　 by

yogo　 teachers'　 sense　 of　confidence　 regarding　 the　 profitability　 of　their　 duties　 in　relation　 to　all

different　 types　 of　training　 and　 study　 opportunities,　 and　 its　beneficial　 relationship　 with　 the

number　 of　years　 on　 the　 job,　 the　 scale　 of　 the　 respective　 school,　 and　 various　 training　 and

study　 opportunities.

The　 results　 of　this　 investigation　 suggest　 that　 a　training　 and　 education　 format　 that　 makes

it　possible　 to　instill　 learning　 in　the　 basic　 essential　 properties　 needed　 to　perform　 as　 a　school

nurse　 is　very　 important　 regardless　 of　the　 existence　 or　 non-existence　 of　confidence　 in　their

duties　 as　 yogo　 teachers.　 Further,　 the　 results　 indicate　 that　 it　is　necessary　 to　 give　 a　 fair

degree　 of　consideration　 concerning　 the　 type　 of　school　 as　well　 as　 the　 number　 of　years　 on　 the

job　 regarding　 `legally　 binding　 training　 and　 education'.
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Iは じめに

養護教諭の職務は時代のニーズとともに多様化 してきた.近 年の 「チーム学校」においては,教 職員の期待

にこたえられ るような資質の向上が求められ,養 護教諭に対す る研修は必要不可欠なものと言える.さ らに,

養護教諭の年齢構成は若年化 しており,研 修の意義は益 々大きくなっている.「養護教諭の研修に対す る意識

調査」と題する本研究は,熊 本市養護教諭会を対象として,研 修の在 り方を探求 してきた.

現職養護教諭に対する研修は,大 別すると 「参加す ることが義務付けられている研修」 と 「自主的に参加す

る研修」がある.

「参加することが義務付けられている研修」に関する先行研究 として,田 村1)は,東 京都の新規採用養護教

諭研修において,既 に講師経験を有する者が多 く,受 講者の知識 ・技能に個人差が大きいという問題を提起 し

ている.講 義形式のみの研修では,受 講者は受け身 になり,個 人差に対応 したり,研 修のね らいの達成度を評

価 したりすることが困難であるため,研 修受講後の実践を共有す るなどの工夫の必要性を指摘 している.石

田2)は,現 職養護教諭として研修に参加 した立場か ら,採 用10年 目をライフコースにおいて家庭環境の変化が

大きく自己研修の時間が取 りにくい時期と位置づけ,養 護教諭同士の学び合いが充実した研修にっながったこ

とを報告 している.

*熊 本大学大学院教育学研究科
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